
樹林下の岩上に生える。茎は紡錘形に肥厚する根から出て、高さ5-15cm、やや斜めに立つ。葉は茎の下

部に1個つき、長さ3-8cm、幅1-2cm、基部は茎を抱く。6-7月、淡紫色の小花が10-15個、一方に偏ってつ

く。側花弁は斜広卵形で萼片と同長、唇弁はくさび形卵形、長さ3.5mm、ほぼ中央で3裂する。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Amitostigma  gracile  (Blume) Schltr.

観賞用等採取 ○ 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、多可町、上郡町、佐用町、丹波篠山市

■ 国内分布

本州（関東以西）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

ラン科

兵庫県ランク…ヒナラン
環境省ランク… EN


